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物部川流域

高松

高知

徳島

松山

 物部川    
 水系番号  ： 87
 都道府県  ： 高知県
 源流  ： 白髪山（1770 ｍ） 
 河口  ： 太平洋  
 本川流路延長  ： 71 km 72位／ 109

 支川数  ： 35河川 84位／ 109

 流域面積  ： 508 km2 88位／ 109

 流域耕地面積率  ： 5.3 ％ 86位／ 109

 流域年平均降水量  ： 2211 mm 35位／ 109

 基本高水流量  ： 5400 m3/ s 57位／ 109

 河口の基本高水流量  ： 5862 m3/ s 67位／ 109

 流域内人口  ： 3万 8314人 91位／ 109

 流域人口密度 ： 75人 / km2 75位／ 109

（基本高水流量観測地点：深渕〈河口から3.4km地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）

川名の由来【物
ものべがわ

部川】
村石利夫編著『日本全河川ルーツ大辞典』(竹書房 1979)によると、
もののべ（物部）庄からきている。

109水系
1964年（昭和 39）に制定された新河川法では、分水界や大河川の
本流と支流で行政管轄を分けるのではなく、中小河川までまとめて治
水と利水を統合した水系として一貫管理する方針が打ち出された。そ
の内、「国土保全上又は国民経済上特に重要な水系で政令で指定し
たもの」（河川法第 4条第 1項）を一級水系と定め、全国で 109の
水系が指定されている。

【物部川流域の地図】
国土地理院基盤地図情報「高知県」及び、国土交通省国土数値情報「河川データ
（平成 18年）、流域界データ（昭和 52 年）、ダムデータ（平成 17年）、鉄道データ
（平成 25年）、空港データ（平成 25年）」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報
を使用した。（承認番号　平 26情使、第 787号）

左ページ写真：四万十川、仁淀川と並ぶ高知三兄弟の川、物部川

左ページ：（注 1）

野中兼山については『水の文化』39号（pp.34-39）を参照。

人の力で
〈川の恵み〉を取り戻せ ！

物部川
（高知県）

坂本クンと行く川巡り  第6回  
Go ! Go ! 109水系

川系男子 坂本貴啓さんの案内で、編集部の面々が全

国の一級河川「109水系」を巡り、川と人とのかかわり

を探りながら、川の個性を再発見していく連載です。
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物
部
川
に
決
め
た
理
由

　

49
号
の
取
材
先
に
つ
い
て
坂
本
さ
ん
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
の
は
高
知
県
の
物
部
川

で
し
た
。
高
知
県
と
い
え
ば
四
万
十
川
や

仁
淀
川
が
有
名
で
す
が
、
物
部
川
は
そ
れ

と
並
ぶ
高
知
三
兄
弟
の
川
の
1
つ
で
す
。

物
部
川
流
域
は
全
国
有
数
の
多
雨
地
域
で

あ
り
、
山
間
部
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
年
平

均
降
水
量
は
3 

0 

0 

0
㎜
に
も
達
し
ま
す
。

物
部
川
は
急
勾
配
（
図
1
）
な
の
で
、
降

っ
た
雨
は
す
ぐ
に
川
へ
流
れ
出
る
う
え
、

雨
の
降
ら
な
い
時
期
に
は
渇
水
に
な
り
や

す
い
と
い
う
水
の
増
減
が
激
し
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
年
間
の
最
大
流
量
と
最
小
流

量
の
比
を
河
況
係
数
と
い
い
ま
す
が
、
こ

の
係
数
が
大
き
い
川
（
物
部
川
は
河
況
係
数
約

6 

0 

0 

0
）
ほ
ど
渇
水
が
生
じ
や
す
く
、
か

つ
洪
水
対
策
も
困
難
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
物
部
川
に
は
利
水
・
治
水
の

構
造
物
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
古
く
は
江

戸
時
代
初
期
の
土
佐
藩
家
老
の
野
中
兼
山

の
利
水
事
業
（
注
1
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
物

部
川
下
流
域
は
土
佐
一
の
穀
倉
地
帯
と
な

り
ま
し
た
。
流
域
の
恵
み
の
も
う
1
つ
が

全
国
有
数
の
美
味
と
評
判
の
物
部
川
の
天

然
ア
ユ
。
全
国
の
ア
ユ
を
食
べ
比
べ
る

「
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
」（
通
称
：
利
き
鮎
グ

ラ
ン
プ
リ
）
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
五
穀
豊
穣
の
地
、
物
部
川

流
域
で
す
が
、
最
近
は
困
っ
た
こ
と
も
起

き
て
い
ま
す
。
山
の
荒
廃
が
急
速
に
進
ん

で
い
て
、
川
が
荒
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

物
部
川
の
問
題
に
迫
り
た
い
と
考
え
る

坂
本
さ
ん
と
と
も
に
、
解
決
に
向
け
て
汗

を
流
す
流
域
の
人
々
を
訪
ね
ま
し
た
。

野
中
兼
山
が
開
い
た

高
知
最
大
の
穀
倉
地
帯

　

国
土
交
通
省
の
物
部
川
出
張
所
で
、
依よ

り

光み
つ

孝
司
出
張
所
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
高
知
県
中
部
を
流
れ
る
河
川
流
路
71

㎞
の
物
部
川
は
、
高
知
県
香か

み美
市
の
白
髪

山
（
標
高
1 

7 

7 

0
m
）
を
水
源
と
し
、
流

域
は
南な

ん
こ
く国

市
、
香こ

う
な
ん南

市
、
香
美
市
に
ま
た

が
り
ま
す
。
流
域
内
人
口
は
約
4
万
人
。

下
流
域
の
扇
状
地
が
香
長
平
野
で
す
。
か

つ
て
は
米
の
二
期
作
が
行
な
わ
れ
、
今
は

ニ
ラ
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
施
設
園
芸
が
盛

ん
。
た
だ
し
、
古
来
よ
り
堤
防
が
脆
弱
だ

っ
た
た
め
、
資
産
が
集
中
す
る
右
岸
側
お

よ
び
河
口
部
に
近
い
左
岸
側
を
中
心
と
す

る
堤
防
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

右
岸
に
あ
る
高
知
龍
馬
空
港
、
高
知
大

学
や
住
宅
地
な
ど
を
守
る
た
め
に
行
な
っ

て
い
る
事
業
の
1
つ
が
「
下
ノ
村
引
堤
事

業
」
で
す
。
今
あ
る
堤
防
の
さ
ら
に
住
宅

坂本 貴啓 さん
さかもと たかあき

筑波大学大学院 
システム情報工学研究科 

博士後期課程 
構造エネルギー工学専攻 

在学中

1987年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、高校生になってから下校途
中の遠賀川へ寄り道をするようになり、川に興味を持ちはじめ、川に青春を捧げ
る。高校時代にはYNHC（青少年博物学会）、大学時代には JOC（Joint of 
College）を設立。白川直樹研究室『川と人』ゼミ所属。河川市民団体の活動
が河川環境改善に対する潜在力をどの程度持っているかについて研究中。

図 1 物部川と全国主要河川の勾配比較
物部川の河床勾配は上流部が約 1/40、中流部が1/145、下流部が約
1/280。他の河川と比べてもきわめて急流であることがわかる。
出典：「物部川水系河川整備計画」（2010年 4月 /国土交通省四国地方整備局・高知
県）を参考に編集部作成
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164,000

27

推
定
流
下
仔
魚
数 

各
年
秋
冬

万
尾 

推
定
遡
上
数 

各
年
3
月

整備規模を
6～7倍に拡大

産卵床のつく
り方を変えた

地
側
に
堤
防
を
つ
く
る
こ
と
で
川
幅
を
広

げ
、
流
下
能
力
を
2 

5 

0 

0
㎥
／
s
か
ら

4 

2 

0 

0
㎥
／
s
に
引
き
上
げ
る
も
の
。

2 

0 

1 

3
年
3
月
に
用
地
買
収
が
完
了
し
、

今
は
築
堤
中
で
す
。

川
と
海
が
分
断
さ
れ
る

「
河
口
閉
塞
」
の
発
生

　

今
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
と
し
て
、

依
光
所
長
は
「
河
口
閉
塞
」
を
挙
げ
ま
し

た
。
河
口
に
土
砂
が
堆
積
し
て
川
が
海
と

切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う
現
象
で
す
。
原
因

は
川
の
水
（
流
量
）
が
少
な
い
た
め
、
海

か
ら
押
し
寄
せ
る
波
の
力
に
負
け
て
し
ま

い
、
行
き
場
を
失
っ
た
土
砂
が
滞
る
こ
と
。

「
川
と
海
が
分
断
さ
れ
る
と
ア
ユ
や
ウ
ナ

ギ
な
ど
が
行
き
来
で
き
な
く
な
り
、
生
態

系
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
詰

ま
っ
て
は
掘
る
の
繰
り
返
し
で
す
」
と
言

う
依
光
所
長
。
河
口
閉
塞
の
対
応
と
し
て
、

年
10
回
以
上
も
土
砂
を
撤
去
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
太
平
洋
側
の
川
に
多
く

見
ら
れ
る
現
象
で
す
」
と
指
摘
し
ま
す
。

「
河
口
閉
塞
は
波
の
高
さ
や
河
川
流
量
が

関
係
し
ま
す
。
物
部
川
は
海
流
（
黒
潮
）

よ
り
も
沿
岸
流
（
注
2
）
の
影
響
が
強
い

よ
う
で
す
。
川
の
流
れ
の
力
が
波
の
力
に

負
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
洪
水
に

期
待
す
る
か
、
河
川
管
理
者
が
定
期
的
に

川
を
開
く
手
助
け
を
す
る
し
か
方
法
は
な

く
、
と
て
も
悩
ま
し
い
問
題
で
す
」

　

物
部
川
に
あ
る
永
瀬
ダ
ム
、
吉
野
ダ
ム
、

杉す
い
た田

ダ
ム
の
影
響
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

「
物
部
川
は
3
つ
の
ダ
ム
で
流
量
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
て
、
下
流
に
も
一
定

の
流
量
し
か
流
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
ほ
と

ん
ど
の
支
流
が
ダ
ム
の
上
流
で
合
流
す
る

う
え
、
ダ
ム
の
下
流
で
は
有
力
な
支
流
が

合
流
し
な
い
の
で
、
土
砂
を
押
し
流
す
力

が
弱
い
の
で
し
ょ
う
」
と
坂
本
さ
ん
。

　

ち
な
み
に
現
在
の
維
持
流
量
（
注
3
）

は
1
・
86
〜
2
・
9
㎥
／
s
（
非
灌
漑
期
・

統
合
堰
下
流
）
で
瀬せ

ぎ切
れ
（
注
4
）
は
避
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
維
持
流
量
が
0ゼ
ロ

だ
っ
た
と

き
は
瀬
切
れ
が
頻
発
。
産
卵
期
に
ア
ユ
を

遡
上
さ
せ
る
た
め
、
漁
師
た
ち
が
自
力
で

溝
を
掘
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

天
然
ア
ユ
を
増
や
す

手
づ
く
り
の
産
卵
床

　

天
然
ア
ユ
を
増
や
そ
う
と
産
卵
床
の
整

備
な
ど
を
行
な
う
物
部
川
漁
業
協
同
組
合

（
物
部
川
漁
協
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
理
事
の

小
松
和
博
さ
ん
と
山
本
学
さ
ん
、
参
事
の

中
村
志
緒
さ
ん
、
最
年
少
組
合
員
の
岩
﨑

嵩
広
さ
ん
（
21
）
と
岩
﨑
さ
ん
の
祖
父

（
84
）
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

物
部
川
漁
協
は
、
ア
ユ
、
ア
メ
ゴ
（
ア

マ
ゴ
）、
ウ
ナ
ギ
、
ツ
ガ
ニ
（
モ
ク
ズ
ガ
ニ
）

な
ど
漁
業
権
魚
種
の
放
流
や
管
理
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
杉
田
ダ
ム
か
ら
上
流
部
は

人
工
種
苗
の
ア
ユ
を
放
流
し
て
い
ま
す
が
、

下
流
部
は
天
然
ア
ユ
の
遡
上
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
（
注
5
）。

　

坂
本
さ
ん
い
わ
く
、
物
部
川
漁
協
が
天

然
ア
ユ
の
遡
上
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
別
の

と
こ
ろ
か
ら
連
れ
て
き
た
養
殖
育
ち
の
放

流
ア
ユ
は
環
境
の
変
化
に
弱
い
か
ら
。
生

ま
れ
育
っ
た
川
の
個
体
な
ら
多
少
の
環
境

の
変
化
に
も
対
応
で
き
ま
す
が
、
養
殖
個

体
は
急
激
な
変
化
に
弱
く
、
一
度
冷
水
病

な
ど
の
病
気
が
入
る
と
絶
滅
す
る
危
険
も

あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
物
部
川
育
ち

の
ア
ユ
を
育
て
る
こ
と
が
、
物
部
川
の
ア

ユ
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
た
天
然
遡
上
の
ア
ユ
事

業
は
4
年
前
の
2 

0 

1 

1
年
（
平
成
23
）
に

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
当
時
は
橋
梁
や
河

川
の
改
修
工
事
が
相
次
ぎ
、
そ
の
た
び
に

川
の
環
境
が
変
わ
る
た
め
「
こ
れ
で
は
放

流
し
た
ア
ユ
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
天
然
ア

ユ
を
増
や
す
手
助
け
を
し
よ
う
」
と
考
え

て
の
こ
と
で
し
た
。
2 

0 

0 

9
年
に
産
卵

床
の
つ
く
り
方
を
変
え
、
2 

0 

1 

0
年
の

秋
に
は
産
卵
床
の
面
積
を
6
〜
7
倍
（
7 

0 

0 

0
㎡
）
に
拡
大
。
す
る
と
一
気
に
稚
ア

ユ
の
数
が
増
え
ま
し
た
。（
図
2
）

物部川の河口。波に押されて砂州が発達している。年 10回以上浚渫（しゅんせつ）するが、以
前に比べると改善されている。2009年度（平成 21）以前は年に100回以上も開削していた

下：国土交通省四国地方整備局高知河川国道事務所物部川出張所の依光孝司出張所長

（注 3）維持流量

漁業、動植物の保護、地下水の維持、塩害防止、景観、船運、河口閉塞の防止、河川管理施設
の保護、流水の清潔の保持などを総合的に検討し、渇水時に維持すべきとして定められた川の流
量。ちなみに流水の正常な機能を維持するために必要な流量を「正常流量」と呼ぶ。これは維
持流量に加えて、水利権（かんがい用水など）に支障をきたさない川の流量をいう。

（注 2）沿岸流

沿岸周辺で発生する波の流れ。

（注 4）瀬切れ

河川の流量が少なくなり流水が途切れてしまう状態。

◀図 2　アユの流
りゅうかしぎょ

下仔魚数と遡上数
流下仔魚数は1週間に1回、同じ場所・時刻に直径 50cmの網を
30秒間沈めて入った仔魚を数えた。2014年 4月の遡上数の少な
さは海水温が低かったことによる。翌々月にはたくさん遡上した。
提供：物部川漁業協同組合



人の力で〈川の恵み〉を取り戻せ！物部川47

「
難
儀
な
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、
結
果
が

出
て
い
る
の
で
楽
し
い
で
す
よ
」
と
笑
う

小
松
さ
ん
。
2 

0 

1 

5
年
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
さ
ら
に
産
卵
床
を
増
や
し
、
ア
ユ
を

捕
食
す
る
害
鳥
を
駆
除
し
て
い
ま
す
。

　

産
卵
床
の
1
つ
に
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ア
ユ
が
卵
を
産
み
つ
け
や
す
い

よ
う
に
重
機
で
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
テ

グ
ス
を
張
り
巡
ら
し
て
害
鳥
対
策
を
施
し

た
産
卵
床
で
す
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ

を
履
い
て
川
の
な
か
へ
。
11
月
初
旬
な
の

で
水
は
か
な
り
冷
た
い
で
す
。
そ
っ
と
石

を
持
ち
あ
げ
る
と
、
キ
ラ
ッ
と
光
る
小
さ

な
粒
々
が
…
…
。
天
然
ア
ユ
が
産
み
つ
け

た
卵
で
し
た
。

　

物
部
川
漁
協
の
人
た
ち
の
活
動
は
、
天

然
ア
ユ
の
産
卵
と
い
う
自
然
の
営
み
を
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
天
然
ア
ユ
を
増
や
す
取

り
組
み
は
物
部
川
漁
協
の
皆
さ
ん
の
英
断

だ
と
思
い
ま
す
。
漁
業
者
に
と
っ
て
は
放

流
し
て
安
定
的
に
ア
ユ
が
獲
れ
た
方
が
よ

い
は
ず
で
す
が
、
長
い
目
で
見
て
、
今
こ

こ
で
天
然
ア
ユ
を
育
て
て
お
か
な
け
れ
ば

未
来
に
か
か
わ
る
と
決
断
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
本
さ

ん
と
岩
﨑
嵩
広
さ
ん
は
数
年
前
に
物
部
川

で
出
会
っ
て
以
来
の
川
系
男
子
仲
間
。「
彼

の
物
部
川
に
対
す
る
愛
情
は
深
い
で
す
。

祖
父
の
教
え
や
志
を
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
る
の
で
、
彼
が
次
世
代
の
物
部
川

を
守
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」
と
信
頼
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

ア
ユ
の
生
育
を
鈍
ら
せ
る

物
部
川
の
「
濁
り
」

「
今
、
物
部
川
が
抱
え
る
一
番
の
問
題
は

濁
度
で
す
」
と
言
う
の
は
小
松
さ
ん
で
す
。

「
急
流
河
川
な
の
で
川
の
環
境
が
変
わ
る

と
生
態
系
も
影
響
を
受
け
ま
す
。
上
流
の

山
で
は
土
砂
崩
れ
が
頻
発
し
て
い
て
、
川

の
濁
り
が
と
れ
な
い
の
で
す
。
川
が
濁
っ

て
も
そ
れ
な
り
に
獲
り
方
が
あ
る
の
で
漁

に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
い
へ
ん
な

の
は
魚
た
ち
。
水
が
濁
っ
て
い
る
と
日
光

が
差
し
込
ま
な
い
の
で
光
合
成
が
鈍
り
、

エ
サ
と
な
る
珪
藻
が
育
た
な
い
の
で
す
」

　

岩
﨑
嵩
広
さ
ん
は
「
2 

0 

1 

2
年
が
ひ

ど
か
っ
た
で
す
。
年
間
2 

0 

0
日
は
濁
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
言
い
ま
す
。
2 

0 

1 
4
年
も
雨
が
多
く
、
あ
る
時
期
ま
で
ア

ユ
は
や
せ
細
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
エ
サ

が
な
け
れ
ば
魚
も
病
気
に
な
り
ま
す
。

「
養
殖
ア
ユ
は
弱
く
、
大
雨
が
降
っ
て
水

が
濁
っ
た
り
水
温
が
下
が
っ
た
り
す
る
と

す
ぐ
病
気
に
な
る
。
放
流
ア
ユ
だ
け
な
ら

ま
だ
し
も
、
蔓
延
し
た
ら
天
然
ア
ユ
も
ダ

メ
に
な
る
の
で
下
流
の
放
流
は
や
め
た
の

で
す
」
と
小
松
さ
ん
。

　

ま
た
、
本
川
に
3
基
あ
る
ダ
ム
が
順
繰

り
に
放
水
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
濁
り

が
長
引
き
ま
す
が
、
大
き
な
要
因
は
別
に

あ
り
ま
し
た
。「
発
端
は
1 

9 

9 

2
年
（
平

成
4
）
に
上
流
の
山
で
起
き
た
大
規
模
な

山
火
事
で
す
」
と
指
摘
し
た
の
は
山
本
さ

ん
。
樹
木
が
消
失
し
た
場
所
に
で
き
た
草

原
に
草
が
生
え
、
そ
こ
に
シ
カ
が
入
り
込

ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
徐
々
に
周
囲
の

森
が
荒
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
森
が
回
復
し

き
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
豪
雨
が
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

笹
ま
で
食
い
尽
く
す

シ
カ
の
脅
威

　

濁
り
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
山
を
案
内

し
て
く
れ
た
の
は
、
高
知
大
学
名
誉
教
授

で
三さ

ん
れ
い嶺

の
森
を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
代
表

の
依
光
良
三
さ
ん
。
物
部
川
の
源
流
域
に

あ
た
る
白
髪
山
を
含
む
三
嶺
山
域
一
帯
の
、

シ
カ
の
食
害
に
よ
る
森
の
荒
廃
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
物
部
川
本
川
の
源
流
と
さ
れ
る

「
ジ
ル
沢
」
の
様
子
を
遠
目
に
見
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
で
崩
落
が
起
き
て
い
る
ほ
か
、

林
床
（
森
林
の
地
表
面
）
に
何
も
生
え
て
い

な
い
、
砂
漠
の
よ
う
な
裸
地
が
か
な
り
の

面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。
ジ
ル
沢
や
西
熊

渓
谷
源
流
部
な
ど
の
荒
廃
が
物
部
川
の
濁

右：物部川漁協がアユの産卵床と
して整備しているのは全部で3カ
所あり、ここはそのうちの1つ。ア
ユが卵を産みつけやすいように重
機で石をひっくり返し、空中にテ
グスを張り巡らせて害鳥対策も施
している。アップの写真は、石に
産みつけられた天然アユの卵。ア
ユは苔が生えていない、ツルツル
した石を好む。顔写真右から、物
部川漁協理事の小松和博さん、
物部川漁協理事の山本学さん

左：上流部で投網を披露する物部
川漁協の最年少組合員、岩﨑嵩
広さん。すぐにアユを捕えた

右ページ：（注 5）

物部川のアユ釣りは杉田ダムを境に漁期が異なる。
下流部は毎年 5月15日に解禁し、アユの産卵期
を考慮して 9月30日で終了。杉田ダムより上流
部は7月1日から12月31日まで。
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り
を
長
期
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

「
も
と
も
と
原
生
林
は
、
林
床
に
笹
な
ど

が
生
い
茂
り
、
大
木
と
笹
の
根
が
合
わ
さ

っ
て
崩
壊
を
防
ぐ
力
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
激
増
し
た
シ
カ
に

笹
な
ど
が
食
べ
ら
れ
、
1 

0 

0 

0 

ha
を
超

え
る
面
積
の
林
床
植
生
が
壊
滅
し
、
回
復

で
き
な
い
の
で
す
」
と
依
光
さ
ん
。

　

笹
は
、
シ
カ
に
葉
を
食
べ
ら
れ
た
と
し

て
も
根
が
残
り
、
生
き
て
い
れ
ば
土
壌
を

支
え
ら
れ
ま
す
が
、
枯
れ
て
し
ま
う
と
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
笹
と
い
う
最
後
の

歯
止
め
を
失
っ
た
土
壌
は
、
少
し
の
雨
で

も
土
砂
が
流
出
し
、
山
林
が
崩
落
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
で
シ
カ
の
食
害
が
ひ
ど
く

な
っ
た
の
は
2 

0 
0 
7
年
（
平
成
19
）
か
ら
。

そ
の
2
年
前
の
2 

0 

0 
5
年
に
は
源
流
域

の
香
美
市
別べ

ふ府
で
総
雨
量
1 
2 
0 
0
㎜
の

豪
雨
が
あ
っ
て
も
崩
落
は
起
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
2 

0 

1 

2
年
7
月
は
3 

0 

0
㎜
の
雨
で
大
量
の
土
砂
が
崩
落
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
シ
カ
の
食
害
が
も
た
ら
し

た
被
害
だ
と
依
光
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

シ
カ
を
駆
除
し
な
け
れ
ば

山
も
川
も
ダ
メ
に
な
る

　

続
い
て
白
髪
山
の
登
山
口
か
ら
「
み
や

び
の
丘
」（
標
高
1 

5 

5 

9
m
）
を
目
指
し
ま

す
。
登
り
30
分
、
下
り
10
分
ほ
ど
の
遊
歩

道
の
そ
こ
か
し
こ
に
食
害
の
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。
シ
カ
は
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
の
樹
皮

を
剥
が
し
て
食
べ
る
の
で
、
立
ち
枯
れ
し

て
し
ま
い
ま
す
。
健
康
な
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ

を
探
す
方
が
難
し
い
く
ら
い
で
す
。

　

た
だ
し
、
多
少
で
も
植
生
が
残
っ
て
い

れ
ば
、
再
生
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

依
光
さ
ん
た
ち
は
三
嶺
山
域
の
植
生
を
守

ろ
う
と
、
シ
カ
の
防
護
柵
（
防
鹿
柵
）
を
張

り
巡
ら
し
、
駆
除
に
よ
っ
て
自
然
林
を
再

生
し
つ
つ
、
同
時
に
土
砂
の
問
題
も
解
決

し
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

み
や
び
の
丘
に
到
着
す
る
と
防
鹿
柵
が

あ
り
ま
し
た
。
柵
の
外
側
と
内
側
で
は
植

生
の
豊
か
さ
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
笹

も
し
っ
か
り
生
え
て
い
ま
し
た
。
ブ
ナ
を

保
全
す
る
た
め
に
土
を
守
り
水
も
蓄
え
る

コ
ケ
を
移
植
し
て
い
る
ほ
か
、
マ
ッ
ト
を

敷
き
、
杭
を
打
ち
込
ん
で
土
壌
の
流
出
も

防
い
で
い
ま
す
。
広
大
な
エ
リ
ア
な
の
で

大
変
な
労
力
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
作
業
に
参
加
す

る
人
は
約
1 

0 

0
人
で
、
多
い
と
き
は
1 

6 

0
人
に
も
上
る
そ
う
で
す
。
2 

0 

0 

7

年
に
活
動
を
開
始
し
た
三
嶺
の
森
を
ま
も

る
み
ん
な
の
会
の
声
が
け
で
、
四
国
森
林

管
理
局
、
環
境
省
、
高
知
県
、
流
域
三
市
、

J 

A
を
巻
き
込
み
、
市
民
向
け
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
依
光
さ
ん
に
物
部
川
の
濁
度

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
ダ
ム
や
農
業
排
水

も
一
因
で
す
が
、
最
大
の
原
因
は
山
」
と

指
摘
し
ま
す
。「
ダ
ム
が
な
く
て
山
も
健
全

な
川
な
ら
ば
濁
っ
て
も
3
〜
4
日
で
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ダ
ム
が
あ

っ
て
山
の
状
態
も
悪
い
物
部
川
は
濁
り
が

抜
け
る
ま
で
2
〜
3
週
間
か
か
り
ま
す
」

　

坂
本
さ
ん
は
「『
山
の
荒
廃
は
川
の
荒

廃
』
の
意
味
が
よ
く
わ
か
る
事
例
で
す
」

と
言
い
ま
す
。

「
現
在
の
物
部
川
は
、
山
の
傷
口
が
ふ
さ

が
る
前
に
シ
カ
が
傷
口
を
え
ぐ
っ
て
化
膿

（
斜
面
崩
壊
）
し
て
い
る
た
め
回
復
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
防
鹿
柵
に
よ
っ
て
シ
カ

の
侵
入
を
防
ぎ
、
木
が
本
来
の
丈
に
育
つ

の
を
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
、
傷
口
は
回
復
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
依
光
先
生

た
ち
が
物
部
川
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
、
実
際
に
行
動
に
移
さ
れ
た

こ
と
に
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
り
ま
す
」

「
適
度
な
洪
水
」
は

川
に
と
っ
て
不
可
欠

　

最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
、
高
知
市
に

本
社
を
構
え
る
株
式
会
社
西
日
本
科
学
技

術
研
究
所
の
土
木
研
究
室
室
長
・
西
山

穏や
す
しさ

ん
と
元
副
所
長
・
福
永
秦や

す
ひ
さ久

さ
ん
で

す
。
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
は
、
創
業

上：シカの食害によって源流部の山々で起きている崩落。食害のひどい
山に分け入ると、林床は砂漠のように何も生えていない／下：みやびの
丘に設けられた防鹿柵。外側と内側では植生の豊かさがまったく違う。三
嶺（さんれい）の森をまもるみんなの会の代表を務める依光良三さん

左ページ：（注 6）水制

海岸や河川の水勢を緩和したり、流れの方向を整えたり
するため水中に設ける工作物。古くは蛇籠（じゃかご）
が有名。近自然工法では現場の近くにある石や柳などの
木を用いることが多い。
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者
の
故
・
福
留
脩し

ゅ
う
ぶ
ん文

さ
ん
が
ス
イ
ス
を
モ

デ
ル
と
す
る
近
自
然
工
法
を
日
本
に
最
初

に
持
ち
込
ん
だ
会
社
で
す
。
で
き
る
限
り

生
き
物
に
配
慮
し
た
工
事
施
工
を
提
案
し
、

各
地
の
川
や
森
を
再
生
し
ま
し
た
。
こ
の

工
事
の
考
え
方
は
、
日
本
で
は
「
多
自
然

（
型
）
川
づ
く
り
」
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

物
部
川
と
支
流
で
実
施
し
た
工
事
の
現
場

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
別
府
峡
へ
。
西
山
さ
ん
は
「
こ

こ
が
工
事
を
し
た
現
場
で
す
」
と
言
い
ま

す
が
、
い
く
ら
目
を
凝
ら
し
て
も
自
然
の

川
そ
の
も
の
。「
ど
こ
を
工
事
し
た
ん
で
す

か
？
」
と
聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
、

こ
れ
こ
そ
が
近
自
然
工
法
の
真
髄
で
す
。

も
と
も
と
あ
っ
た
巨
岩
を
活
か
し
、
小
ぶ

り
な
石
を
自
然
な
形
で
置
く
水
制
（
注
6
）

で
、
瀬
や
淵
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て

い
ま
し
た
。
昔
、
あ
る
工
事
を
請
け
負
っ

た
際
に
「
こ
れ
じ
ゃ
ど
こ
を
工
事
し
た
か

わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と
担
当
者

に
怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

近
自
然
工
法
を
設
計
す
る
方
に
は
最
高
の

褒
め
言
葉
な
の
で
す
。

　

日
本
の
川
の
多
く
は
、
少
し
前
ま
で
は

水
害
（
水
が
あ
ふ
れ
て
被
害
が
出
る
こ
と
）
を
恐

れ
、
と
に
か
く
河
道
は
ま
っ
す
ぐ
に
、
河

床
は
掘
り
下
げ
て
、
短
時
間
で
水
を
一
気

に
河
口
ま
で
流
そ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
本
来
、
川
は
蛇
行
す
る
も
の
。
だ

か
ら
こ
そ
魚
が
エ
サ
を
と
る
瀬
が
で
き
、

大
型
の
魚
の
隠
れ
家
と
な
る
淵
が
で
き
る

の
で
す
。
さ
ら
に
福
永
さ
ん
は
、
川
に
は

洪
水
（
水
が
増
え
る
こ
と
）
が
必
要
だ
と
力

説
し
ま
す
。

「
適
度
な
攪
乱
が
石
の
表
面
を
き
れ
い
に

し
た
り
、
砂
利
を
運
ぶ
か
ら
魚
た
ち
は
卵

を
産
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」　

　

次
は
物
部
川
の
支
流
で
あ
る
片
地
川
へ
。

1 

9 

9 

8
年
（
平
成
10
）
に
氾
濫
し
て
水
害

が
発
生
し
た
あ
と
、
県
が
堤
防
を
築
く
際

に
「
環
境
に
も
配
慮
し
た
い
」
と
依
頼
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
治
水
の
た
め
の
築
堤
は
必
要
で
す
。
水

際
と
河
床
だ
け
で
も
、
あ
る
程
度
効
果
的

な
工
夫
が
可
能
だ
と
考
え
ま
し
た
」
と
振

り
返
る
福
永
さ
ん
。
そ
の
川
本
来
の
蛇
行

の
波
長
を
読
み
、
川
の
底
に
石
を
並
べ
る

こ
と
で
、
瀬
や
淵
、
中
州
が
早
く
回
復
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

福
永
さ
ん
は
「
瀬
や
淵
な
ど
川
本
来
の

環
境
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
自
然
に
近
づ

く
た
め
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

近
自
然
工
法
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

西
山
さ
ん
、
福
永
さ
ん
と
別
れ
た
あ
と
、

坂
本
さ
ん
は
「
川
の
外
科
医
は
手
術
跡
を

残
さ
な
い
の
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
故
・
福
留
脩
文
さ
ん
は
腕
利
き
の
川
の

外
科
医
で
し
た
。
彼
ら
の
集
団
の
す
ば
ら

し
さ
は
ど
こ
を
手
術
し
た
か
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
の
術
（
技
術
力
）
で
す
。
手
術
の
コ
ツ

を
う
か
が
う
と
『
洪
水
』
の
と
き
に
水
の

流
れ
を
よ
く
見
て
お
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

川
は
表
情
が
常
に
変
わ
り
ま
す
。
時
間
を

違
え
て
何
度
も
同
じ
場
所
を
観
察
す
る
こ

と
で
『
川
が
ど
う
な
り
た
が
っ
て
い
る
の

か
』
と
い
う
意
志
を
汲
み
と
る
か
ら
こ
そ
、

患
者
（
川
）
に
最
適
な
手
術
が
で
き
る
の

だ
と
思
い
ま
す
」

エ
ピ
ロ
ー
グ
〜

人
の
力
で
取
り
戻
す

　

坂
本
さ
ん
は
物
部
川
を
巡
っ
て
何
を
感

じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
山
の
荒
廃
に
よ
る
濁
水
、
本
川
に
あ
る

3
つ
の
ダ
ム
に
よ
る
流
量
の
減
少
、
流
量

減
少
に
よ
る
河
口
閉
塞
な
ど
、
恵
み
を
生

む
物
部
川
の
力
を
弱
め
て
い
る
原
因
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ど
の
川
に
も
課
題
は

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
が
、
物
部
川
は
山

と
川
の
応
答
が
速
い
川
な
の
で
問
題
が
顕

著
に
現
れ
や
す
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
問
題
が
現
れ
や
す
い
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
を
正
せ
ば
回
復
も
顕
著
に

現
れ
る
と
も
い
え
ま
す
。

「
人
が
手
を
か
け
る
こ
と
が
川
の
力
を
回

復
す
る
後
押
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
天
然

ア
ユ
の
産
卵
床
、
三
嶺
山
域
の
植
生
保
護
、

近
自
然
工
法
な
ど
、
物
部
川
は
い
わ
ば

『
川か

わ
も
り守

』
の
手
で
川
の
恵
み
を
取
り
戻
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
物
部
川

の
変
化
が
楽
し
み
で
す
」

　
（
2 

0 

1 

4
年
11
月
2
〜
4
日
取
材
）

上：近自然工法を用いた物部川上流部。淵がなくならないようにもともとあった巨石を活かしてその周
囲に石を配置。砂が溜まっては流れる状態を人為的につくった。コンクリート壁の基礎部の川底が水勢
で掘られて壊れる危険も減らす。顔写真右から、株式会社西日本科学技術研究所の土木研究室室長
を務める西山穏さん、西日本科学技術研究所でかつて副所長を務めた福永秦久さん／下：物部川の
支流である片地川の近自然工法の現場。10年以上経って、瀬や淵、中州が自然な姿に回復している




